
 

 

 

協力して 最高の思い出を！ みんなの笑顔がかがやく運動会  

 これは、来週行われる運動会のスローガンです。運動会に向け

てどうしていくのかということを代表委員会で話し合い集約し

決定しました。子どもたちが、このスローガンに込めた思いを発

揮できるように各学年で様々に工夫して取り組んでいるところ

です。 

表現運動では、踊りやダンスの中に自分たちで考えた動きを取

り入れたり、曲を考えたりする学年もあります。学年の実態によ

って、実行委員会としても取り組んでいます。また今年は、応援団の係をつくり、応援団を中

心とした応援合戦も楽しみです。 

得点種目の一つ大玉送りでは、勝利を目指してどれだけ協力し合えるかが鍵となります。学

年によっては、作戦を練りどのようにすると早くゴールできるかを考えているかもしれません。 

運動会という学校行事において大切なことは、集団への所属感や連帯感を深めることです。

それは、より良く交流したり、自己の役割を果たしたりするなどして協働して共通の目標を達

成することを通して、全校または学年という大きな集団の一員であることに対する自覚を高め、

集団における人と人との触れ合いやつながりを深めていくことです。 

運動会当日を迎えるまでのこの過程を大切にしながら、スローガンのように子供たち一人一

人がかがやけるよう指導していきます。当日は、頑張っている子供たちに、たくさんの拍手と

温かいご声援をいただきますようお願い申し上げます。この運動会を通して得たものをこれか

らの学校生活に活かしていけるよう指導してまいります。家庭・地域

でも引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 

さて、運動会が終わると、何をするにも良い季節の秋本番です。子

供たちの健やかな成長に向け、次の３つを確認したいと思います。 

＜認め励ます＞  

叱るだけでは人は絶対に育ちません。また、褒めるだけでも育ちま

せん。叱咤激励のバランスを取りながら、認め励ます絶妙さを基本としたいものです。  

＜善いものは善い、悪いものは悪い＞   

人間の社会には、理由は後回しにして善いことは善く、悪いことは悪いというルール、マナ

ー、姿、かたちがあります。このことを徹底して教え守らせることは、私たち大人の努めです。

子供と関わる全ての大人が、同じ考えで教えてあげることが基本です。 

＜人とよく遊ぶ＞  

 子供は子供たち同士で群れて遊ぶ中で、やって善いことと悪いこと、様々なルールやマナー、

ものの考え方や見方などを身に付けていきます。人と群れて遊ぶことは、子供にとって重要な

学習の場であるということを再度確認しなくてはなりません。 

チーム拝三として、学校・家庭・地域がそれぞれの役割で以上の３つを基本として、子供た

ちの健やかな成長を育んでいきたいと思います。 
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